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1. 分野横断型共同研究の背景

2022年10月に始まった 「PICU:小児集中治療室」と
いう月9ドラマで扱われるような，医療アクセスの地域格
差は，コロナ禍における医療格差の存在とその帰結を多く
の人々に印象付けた ． 本ドラマでは，アメリカで小児救急
を学んだ都市部の医師が地方都市にPICUを開設し，ドク
タ ー フライトシステムを作って医療の地域格差を解消しよ
うとするドラマとなっている ．

一方，木曜9時の「トラベルナ ース」では，アメリカで
ナ ースプラクティショナ ーという処方や診断，処置を実施
できる免許を取得した看護師が，急性期病棟で窒息死寸前
の患者の救命と法律の順守とのはざまで揺れ動く場面が描
かれていた．

奇しくも同時期に開始した二つのドラマに共通して流れ
るテ ー マには，「 医療資？原の配分の地域格差」と「医療関係
法規による制限」 がある． この課題は今まで「地方におけ
る医師 ・ 看護師不足」が主な原因として次のような対策が
講じられてきた． 看護系大学の増設，外匡人看護師の雇用
促進，看護師の待遇改善による離職防止，在宅医療の促進

（これは家族負担の増加や介護離職の一因ともなる）と医療
施設の拠点化，IT技術の活用，看護 ・ 介護ロボットの開発，
特定行為研修による看護師の裁量拡大などである． しかし
ながら，従前の性別役割分業や医師の独占業務との関連等
により，ケア提供者不足に加えて低賃金という労働環境は
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変わらず，性別役割分業 ・ 性別賃金格差の 一 因ともなって
いる ． 医療における多職種協働という国際的潮流からはま
すますかけ離れてしまっている現状がある．

医療の地域格差問題は，税負担と医療アクセスの不公平
性を本質とする ． 都市部と地方では受けられる医療サ ー ビ
スが異なるにもかかわらず，公平な税負担が求められると
いう構造である． 少子化がますます加速する北海道では，地
方の産科医不足から地方の妊婦が札幌など都市部の病院で
出産するためにホテル滞在する事例が増えてきている． 在
宅人工呼吸器装着児が十分な在宅医療サ ー ビスを見つけら
れず，看護師配置が進んでいる都市綿の特別支援学校近辺
に一家で移住する事例も散見される ． 地方における医療ア
クセスの改善策として，遠隔医療の普及が期待されている
が，人命にかかわる緊急事態に遠隔医療でできることはほ
とんどない． 根本的な解決策として，「超高齢化社会やコロ
ナ禍のような変動する医療ニ ードに柔軟に対応できる自律
的な専門職（人間）が，地方にも予測的 ・ 計画的に配置され
ていること」と 「労働としての医療サ ー ビスの効率化」と
いう組織的リスクマネジメントが求められる． 加えて，海
外を手本にして学ぶだけでなく，若手看護師が海外で活躍
し，帰国後に後輩指導できるような看護学における国際競
争力強化策の構築も喫緊の課題である．

適正な医療資源配置に資するため，我々は8年ほど前よ
り，気道管理をトレ ーニングできるダイナミック ・ プロジェ
クション ・ マッピング ・ シミュレ ー タ(Endotracheal Sue
tioning Training Environment SIMulator: ESTE-SIM)
を共同開発してきた ． 本稿ではESTE-SIMの開発過程と
看護学，工学，情報学という分野横断型共同研究について
ご紹介する ．

2. ESTE-SIMの命名

筆頭著者が北海道大学教育学院博士後期課程在学中に，主
指導教官であった宮崎隆志教授から「医療的ケア児の支援
の一つとして，シミュレ ー タを開発してはどうか」という助
言をいただいた(1]. 2013年春のことである． シミュレ ー タ
開発経験はまったくなく，これから工学を極めるには時間
が足りないと思い，共同研究者を探すがすぐに見つかるわ
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